
伊賀市立上野総合市民病院

防火設備改修工事



機械設備工事

系統図　消火設備（スプリンクラー）

地下1階平面図　消火設備（スプリンクラー）

1階平面図　消火設備（スプリンクラー）

2階平面図　消火設備（スプリンクラー）

3階平面図　消火設備（スプリンクラー）

4階平面図　消火設備（スプリンクラー）

5階平面図　消火設備（スプリンクラー）

6・PH階平面図　消火設備（スプリンクラー）

系統図　消火設備（ガス消火）

1階平面図　消火設備（ガス消火）Ｍ -11
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特記仕様書 特記仕様書

自動火災報知設備　地下1階平面図

自動火災報知設備　1階平面図

放送設備　地下1階平面図

放送設備　1階平面図

放送設備　2階平面図

動力設備　地下1階平面図
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建築工事

特記仕様書

1階平面図
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自動火災報知設備　4階平面図
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本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて請負者の負担とする。
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本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて請負者の負担とする。○・

工事写真

完成写真

  工事写真の撮り方／建築、及び同／建築設備（建設大臣官房官庁営繕部

監修）に従い撮影する。

 電子納品とし、次のものを提出する。

 CD  部数は「16 電子納品」を参照

 全写真のサルネームを印刷したもの（A4版用紙） 1部

   で印刷したもの 1部

 代表的写真を抽出し、L版相当サイズ（A4版用紙に1ページあたり3枚）

  デジタルカメラで撮影し、全てL版相当サイズで印刷する。

（A4版用紙に1ページあたり3枚）　1部

  箇所数は 外観4面 各室2面 程度とする。

規定の箇所数が確保できない場合には、監督員と協議すること。

  アルバム 1部 （大きさ 335mm×290mm程度）

完成図等

  完成図作図範囲(配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等)

　完成図はCADにより作成することとし、著作権にかかる使用権は

  作成する ( 製本Ａ2・Ａ3各２部・ＣＡＤデーター提出)

発注者に委譲するものとする。

施工条件

  ・

  下記で指定するもの以外は監督員と協議し決定する。

  ・施工可能時間帯　（・　指定あり　病院との協議により決定）

  ・施工可能日　（・　指定あり　（病院との協議により決定）

  ・部位別の施工順序　（・　指定なし　・　　　　　）

  ・工事車両の駐車場　（・　指定あり　病院との協議により決定　）

  ・資材置場　（・　指定あり　　病院との協議により決定）

）

ＪＩＳマ－ク表示品　他規格品

　・

２

機械設備工事特記仕様 （○印を付けたものを適用する。）

建　築　概　要

工事名称

工事場所

建　物　名　称 構　造 階　数 延　面　積（ｍ） 備　考

一　般　事　項

・日本建築家協会編「建築設備工事共通仕様書」

・空気調和・衛生工学会規格「空気調和・衛生設備工事標準仕様書」

適　用　仕　様　書

優　先　順　位 １．現場説明事項．質疑応答書

３．設計図書

４．工事共通仕様書

申　請　手　続

疑　　　義

変　　　更

完　成　図　書

設計図書の誤記、記載漏れ、又図面上納まり不明な事に起因する問題点、

疑義についてはその都度監督員と協議すること。

設計図書に明記なくとも、外観上、機能上又は法規上当然必要と認められ

るものについては、本工事に含むものとする。

工事に伴う関係官公署、ガス会社への諸手続きは請負者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含むものとする。

工事完成の上は各種の試験、検査を受け許可書証、成績表、工事写真、日報、

材料検収簿、完成写真、竣工図、取扱説明書等とりまとめ提出すること。

２．本特記仕様書

耐　震　基　準 日本建築センター編「建築設備耐震設計・施工指針」によること。

特　記　事　項

・建物導入配管（給水、ガス、消火）は充分な可撓製を有する変位吸収配管施工をおこなう。

・水密を要する部分を除きスリーブに用いる材料は、紙製等の型枠を使用することができる。

・排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００mm以上、車両道路部６００mm以上とする。

・振動の伝幡を防ぐ必要のある配管及び強制循環する水配管で管径６５φ以上の配管には、

　防振吊り金物又は防振支持金物を設けるものとする。

・既設コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドｶｯﾀｰによる。

・土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

・配管途中、要所にはフランジ接続箇所を設置し、取り外しを容易にする。

・屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、SUS又はSS溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

・系統が分かるように、必要箇所（機械室、PS内等）に文字書き・矢印記入・バルブ札取付をおこなう。

・機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

・重量機器及び器具は吊りボルトにて堅固に取り付けること。

・機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように

　「建築設備耐震設計指針」により施工する。

・　風　道　材　質

・　排煙口の形式

・　排煙口開放装置

・　復　帰　方　法

・　排煙風量測定

・　そ　の　他

検査方式に準ずる。

・建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の

・遠隔形 ・手元形

・手動 ・手動及び遠隔操作可能なもの。

・天井取付　　（・スリット形　　・スイング形　　）

・亜鉛鉄板 ・普通鋼板（厚１．６ ｍｍ

　　自　動　制　御　設　備

・　制　御　方　式 ・電子 ・空気

・　そ　の　他

下記リスト以外の選定は係員の承認を必要とする。メーカーリスト

　　指　定　メ　ー　カ　ー分類 資材名

保温材

ポンプ

衛生器具

　水槽

ガス器具

ガス警報

グリス
トラップ

特殊ガス

調和機

防振装置

加湿器

送風機

換気扇

浄装置

空気清

濾過装置

消火設備

簡易水洗

冷却塔

ダクト

附属品

ダクト

　空気

ボイラー

　　管　

　　弁

鋳鉄製品

全熱

交換器

浄化槽

冷凍機

製缶類

温水機

滅菌器

量水器

　桝

自動制御

　　風量ユニットCAV,VAV

　　エアーフィルター

　　冷温水発生機（50RT以上）

協和コンクリート　桑名工業　昭和工業　ネオジオ　丸八産業　

オオタケ　カネソウ　ダイドレ　中部　南濃　福西　ホクキャスト

愛知時計　金門製作所　リコー精器

伊藤工機　桂精機　藤井合金　冨士工器

ガス供給者の承認する製造者の製品

省令による証票を付したもの

アイホー　コメットカトウ　サンウェーブ　トーヨー　日本調理機　フジマック

立売堀製作所　岸本産業　北浦製作所　村上製作所　横井製作所　

日本消防検定協会の合格表示品

川重防災　セコム　日昭・林テクノス　日信防災　ニッタン　能美防災

川重防災　セントラルユニ　田中製作所　テイサン

カネソウ　栗本　下田機工　積水プラントシステム　

島倉鉄工所　広島鉄工　ベルテクノ　ホーコス　森松工業　　

昭和鉄工　高尾鉄工所　タクマ　前田鉄工所　三浦

石川島汎用バイラー　高尾鉄工所　タクマ　前田鉄工所

昭和鉄工　巴商会　前田鉄工

愛知電機　石川島汎用ボイラー　荏原ボイラー　クボタ　昭和鉄工　巴商会　

評価事業名簿による

評価事業名簿による

評価事業名簿による

荏原シンワ　空研工業　三菱樹脂　

倉敷化工　高砂ゴム　特許機器　ブリジストン　明治ゴム化成

ウェットマスター　ピーエス工業　山武計装　

評価事業名簿による

評価事業名簿による

評価事業名簿による

JIS規格品

JIS規格品

アライ実業　オーツカ　栗本

大阪ラセン管工業　栗本　秦弘　富士空調工業　フジモリ産業

水マ－ク表示品　 　　HASS表示品ＷＳＰ規格品　

評価事業名簿による

積水プラント　日立化成　ブリジストン　三菱樹脂　

積水プラント　ブリジストン　

ＪＩＳマ－ク表示品　

ＪＩＳマ－ク表示品　

　　トキメックランデイスギア　山武ハネウェル　横河ジョンソンコントロールズ

空研工業　新晃工業　トーキン　錦興業

エアコンｽﾀｰ　クボタ　新晃工業　東プレ

　　磯村　オーヤラックス　水道機工　日本曹達

（マンホール、弁桝蓋）　評価事業名簿による

（ＦＲＰ製）建設大臣型式認定品

「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」に基づき、

ダイキン工業　東芝　三菱電機　

INAX　西原ネオ　日本理化　　

ノーミ　ニッタン　日本ドライケミカル　能美防災　ホーチキ

三協　三進　サンケイ　寿　アクアパル

荏原製作所　川重冷熱工業　クボタ　ダイキン工業　日立製作所　三菱重工業　三菱電機

ＪＩＳマ－ク表示品　（規格以外）　LIXILX　東陶機器　

金門製作所　富士工器　富士電機　パナソニック　矢崎総業　　

INAX　積水化学　ネポン　日立化成　パナソニック　ロンシール

愛知電機　東芝　日本イトミック　パナソニック　三菱電機

荏原製作所　川崎重工業　クボタ　ダイキン工業　日立製作所　三菱重工業　

荏原製作所　三洋電機　東芝　日立製作所　パナソニック　矢崎総業　

栗田工業　東芝　日立製作所　パナソニック　三菱電機

　　ポンプ類

　　衛生陶器・水栓

　　ＦＲＰ製

　　鉄パネル

　　桝類（公団型）

　　排水金物

　　鋳鉄製蓋

　　量水器

　　ガス配管器具

　　ガス給湯器（都市ガス）

　　ガス給湯器（ＬＰＧ）

　　厨房器具

　継手共

　　青銅弁・鋳鉄弁　

　　ＲＷ、ＧＷ保温材

　　ガス警報システム

　　濾過器

滅菌器

　　消火栓類

　　消火栓ホース

　　スプリンクラー・泡消火

　　特殊ガス消火

　　合併浄化槽（ＲＣ造）

　　合併・単独浄化槽

　　クリーントイレ

　　グリス・ガソリントラップ

　　特殊ガス設備

　　製缶類・熱交換器

　　真空式温水機

　　電気温水機

　　鋼製ボイラー

　　セクショナルボイラー

　　小型ボイラー

　　小型冷温水発生機

　　冷凍機

　　パッケージ型空調機

　　ファンコイルユニット

　　ファンコンベクター

　　冷却塔

　　防振材・防振装置

　　加湿器

　　送風機類

　　全熱交換器

　　換気扇類

　　ユニット型空気調和機

　　亜鉛鉄板

　　吹出口・吸込口

　　ステンレス鋼板

　　スパイラルダクト
　　フレキダクト

　　自動制御機器

・配管に空気が滞留する恐れのある箇所には、エア抜き弁を設置する。

・国土交通大臣官房官庁営繕部監修「機械設備工事共通仕様書」平成28年度版

・電気

伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事及びナースコール設備改修工事

伊賀市四十九町　地内

ＲＣ造 6階病院

・　

　　機　器　設　備

・　熱源機器

・　そ　の　他

・　設計空気条件

（指示なきは建設省

建築設備設計基準による）

・　外　気 Ｃ ％ 冬季 Ｃ ％

・　室　内 Ｃ ％ Ｃ ％

・　一般系統の湿度は成行きとする。

・冷温水発生機　　・チラー（　・空冷ＨＰ　・空冷　・水冷ＨＰ　・水冷）

・温水ボイラー　・氷蓄熱　

・空冷ＨＰパッケージ　　・ガスＨＰパッケージ　　・FCU　　・AHU　

夏季　

夏季　２６ 冬季　２２

　　配　管　設　備

・　配　管　方　式

・　配　管　材　料

・　冷却水配管 ・　温水配管・　冷温水配管・　冷媒配管

・冷媒用銅管・冷媒管 ・冷媒用被覆銅管

・耐熱性硬質塩ビライニング鋼管

・耐熱性硬質塩ビライニング鋼管

・冷温水管

・冷水、温水管

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・内外面耐熱性硬質塩ビライニング鋼管（暗渠）

・ドレン管 ・配管用炭素鋼鋼管（白） ・塩化ビニル管（ＶＰ）

・断熱ホース ・耐火被覆ビニル管（ＶＰ）

Ｋｇｆ／ｃｍ
２２

・外面塩ビ被覆鋼管・配管用炭素鋼鋼管（黒）

・配管用炭素鋼鋼管（黒）

・油管

・蒸気管

・ＪＩＳ　５ Ｋｇｆ／ｃｍ ・ＪＩＳ　１０

呼び径１００Ａ以上の弁は係員と協議のうえバタフライ弁を使用してよい。

・　放熱器

　　排　煙　設　備

　・

　・

　・

　 　

　・

・フード消火

　・

　　消　火　設　備

　　給　湯　設　備

給　湯　方　式

配　管　材　料

燃　　料

そ　の　他

・耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

・耐熱性硬質塩化ビニル管

・内外面耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　（土中、暗渠）

　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・灯油　　・A重油　　・電気　　

・さや管工法　（・架橋ポリ管(被覆）埋設部他

　 　

　　ガ　ス　設　備

ガスの種別 ・都市ガス　（種別　　13A　発熱量11,000　kcal/m3　

・　配　管　材　料

・液化石油ガス　（発熱量　１２，０００kcal/kg）　

・配管用炭素鋼鋼管（白）

ボンベ（・１０ Ｋｇ ・２０ ・５０ Ｋｇ

転倒防止鎖等（・本工事　　・別途工事）

・貸与品　　・買取品

・本工事　　・別途工事 ・一般形　　・自動遮断弁付

・要　（＊別途工事　　・本工事）　　　・不要

・ポリエチレン管（屋外地中埋設部）

・都市ガスの場合、供給事業者の仕様による。

・ビニル被覆鋼管（地中埋設部）

・　気　化　装　置

・　メ　ー　タ　ー

・　ガス漏れ検警報器

・　引込納付金等

・　そ　の　他

・　ボ　ン　ベ

消火設備の種別 ・屋外消火栓

・連結送水管 ・連結散水管 ・移動粉末消火・粉末消火

・粉末強化液 ・採水設備

・スプリンクラー消火　・特定施設SP・屋内消火栓

・　屋内消火栓箱

２

・　屋外消火栓箱

・　連結送水管

・ＨＢ－２１　　・ＨＢ－２２

・ＨＢ－１１Ａ．Ｂ ・ＨＢ－１２Ａ．Ｂ

・鋼管（・ＪＩＳＧ３４５２　・ＪＩＳＧ３４５４） ・SGP-VS

10Ｋｇｆ／ｃｍ

　　ろ　過　設　備

・

・　方　式

・　制　御

・　配　管　材　料

・　そ　の　他

・砂　　　・フィルター　　　・　　　　　　　　　

・全自動　　　・手動　　　　　

・耐熱性塩化ビニル管

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・耐衝撃性塩化ビニル管(HI)

・耐熱性硬質塩ビライニング鋼管（熱交換器廻り）

　　浄　化　槽　設　備

・　材質 ・ＦＲＰ製　　・コンクリート既成管　　・ＲＣ躯体　

・　補強スラブ ・要　　　　　　　・不要

・　そ　の　他 ・　

・別途　　・本工事

・要（・電気式　　・温水　　）　　　・不要

・単独　　・合併　　　算定人員30人槽　処理水量　m3/日　・　方式、容量

・局所式　・ガス給湯機　・瞬間湯沸器　・電気温水器　・エコ給湯器

　　供給事業者名（東邦ガス）

・広範囲2号消火栓

・バルク）本数（5+5本）

・消火器 ・CO2ガス消火設備

・　そ　の　他 ・消火栓箱は指定色焼付塗装とする。

・　配管材料

・　消火器 二酸化炭素消火器１５号（工事着工時に設置）

・　消火栓弁

・銅管　（・Ｍ　・Ｌ）　　・被覆鋼管　（・M　・L）・ステンレス鋼管・銅管　（・Ｍ　・Ｌ）　　・被覆鋼管　（・M　・L）・ステンレス鋼管

・中央式　・ボイラー　　・温水機　　・ガス給湯器　　・エコ給湯機　　

（外圧管・２種　・１種）

　・

　・

　・

　　排　水　方　式

・　配　管　材　料

　　放　流　先

　　屋　外 　・　　分　流　方　式

　・　　合　流　方　式　　雨　水

　　合　流　方　式

　　屋　内 　　分　流　方　式　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　　汚　水

　　雨　水

　　雑排水

　　下　水　管

　　浄　化　槽

　　調　整　池

　　合併処理槽

　　合併処理槽

　　側溝又は河川

　　側溝又は河川

　　既　設　桝

　　既　設　桝

　　既　設　桝

屋外排水管　　　・遠心力鉄筋コンクリート管

通気管　　　　　・配管用炭素鋼管（白）

雑排水管　　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）機械廻り

　　屋内汚水管　　　・ラバージョイント形排水鋳鉄管

・コーティング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・耐火被覆ビニル管（ＶＰ）

・耐熱塩化ビニル管（HT)

・コーティング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・耐火被覆ビニル管（ＶＰ）

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・耐火被覆ビニル管（ＶＰ）

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・桝

・下水納付金等

そ　の　他

・要　（＊別途工事　　・本工事）　　　　・不要

・公団形（Ｂ種）　　・現場打　　・市販桝　　・小口径　　・ビニル桝

・硬質塩化ビニル管（ＶＵ）150A以上

　・

　・

　・　　分　流　方　式

　　下　水　管

　　下　水　管

　　合　流　方　式

　・

　・

　　排　水　設　備

・屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ステンレス製）とする。

・防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基ずく材料を使用すること。

・地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

共　通　事　項

・保温施工範囲は共通仕様書による。保　温　工　事

　　・共通仕様書による。

　　・下表による。（但し機器、煙道は共通仕様書による）

・保温施工種別

屋内露出

屋外露出・多湿箇所

　　グラスウール

　　グラスウール

　　保温筒

　　保温筒

　　保温筒

　　保温筒天井・ＰＳ内

床下・暗渠内

SUS鉄板仕上げ　　ＰＳ

　　ＰＳ アルミガラスクロス

合成樹脂製カバー

アルミガラスクロス

　　・共通仕様書による。・保温材の厚さ

　　・下表による（但し機器、煙道は共通仕様書による）

８０Ａ以下

１００－１５０Ａ

２００A以上

２５Ａ以下

３２－２００Ａ

２５０Ａ以上 ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

５０

２５

４０

３０

４０

２０ ドレン管温水管給排水管 給湯管

冷水管 冷温水管

消火管（但し屋外のみ）

・　SUSラッキング仕上げとする。 ・　化粧ケース仕上げとする。（屋内）

・工事着工までに諸官庁へ工事範囲、工事期間の詳細を報告する

・

２

工　事　種　別 （○印を付けたものを適用する。）

　　屋　内（　　　　）　　屋　内（　　　） 　　屋　内（　　　）

・　消　火　設　備

・　ガ　ス　設　備

・　給　湯　設　備

・　衛生器具設備

・　排　水　設　備

・　給　水　設　備

給排水衛生設備

○

　　屋　外

　　給　水　設　備

　・

　・

　・

　・　　給　水　方　式 水　道　直　結　式

高　架　水　槽　式　（　　市水　　　　　　　　）　・　・

圧　送　方　式　　　　　　　　　　（　　圧力タンク　　回転数制御）　・

　・

　・

高　置　水　槽 本体

本体

　・ステンレス製　・一体型　　　　・パネル型

　　　（・複合板　　　・単板）

（・複合板　　　・単板）

　・ステンレス製　・一体型　　　　・パネル型

　・鋼板　　　　　・一体型　　　　・パネル型

　・ＦＲＰ製　　　・一体型　　　（・複合板　　　・単板）

　　　　　　　　　・パネル型　　

　　　　　　　　　・パネル型　　

配　管　材　料

・屋内暗渠（･VD　・PD）　

・ステンレス鋼管（・SUS304）屋内一般　

・さや管工法　（・架橋ポリ管(被覆）　居室立下がり部

弁　　類

量　水　器

水　　栓

直結部分　　・水道業者指定品

２
その他の部分 ・ＪＩＳ　５ Ｋｇｆ／ｃｍ ・ＪＩＳ　１０ Ｋｇｆ／ｃｍ

・水栓は節水コマとする。

・貸与品　　・買い取り　（私設）

　・

・塩化ビニル管　〈地中部・暗渠〉　　（・HI　・ＶP　・ポリ管）

　・

・ライニング鋼管〈一般部〉　（・ＶＡ・ＶＢ・VD・PA・PB・PD）　

　・

　・

・　自動制御設備

・　排　煙　設　備

・　換　気　設　備

・　ダクト設備

・　配　管　設　備

・　ろ　過　設　備

空　調　設　備

・　機　器　設　備

・　浄化槽設備

　・ＦＲＰ製　　　・一体型　　　（・複合板　　　・単板）受　水　槽

・

・要　（・別途工事　　・本工事）　　　　・不要　・

　・

引込加入、市納金等

そ　の　他

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

特 記 仕 様 書 ＮＳ Ｍ-０１

伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事



制御弁100A×２ 更新

制御弁100A 更新

制御弁100A 更新

スプリンクラーポンプ　　更新

制御弁100A 更新

制御弁100A 更新

制御弁100A 更新

制御弁100A 更新

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀 市 立上 野 総合 市 民病 院 防火 設 備改 修 工事

NS系統図　消火設備（スプリンクラー） Ｍ -０２

スプリンクラーポンプ（呼水槽ユニット型）

100C x 900L/min x 80m x 30kW

フート弁・その他付属品共

Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｃ

凡例

既設を示す

今回更新を示す

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

※ポンプより１ｍ配管更新、その他周辺配管は既設接続

※制御弁前後１ｍ配管更新

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※配管更新部は配管塗装

※配管更新部は配管塗装

※配管更新部は配管塗装

※配管更新部は配管塗装
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計計 計計計
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ー

８ ２ １ １

１
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５０ ５０６５

５０
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６５

排水

排水

５０

５０

５０６５

６５５０

５０６５

６５５０５０１００

６５５０

６５５０

６５５０

６５

５０

１００ １００

１００
１００

５０

消火水槽既設

凡　　　　例

名　　　　　　　　　　称

スプリンクラーヘッド

消火管（スプリンクラー）

排水管

記　　　号

高感度型７２℃閉鎖型

配管用炭素鋼鋼管 ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

配管用炭素鋼鋼管 ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

備　　　　　　　　　　　　　考

テスト弁

テスト弁

テスト弁

テスト弁

消火充水槽

屋内消火栓

屋内消火栓
放水口付

屋内消火栓

屋内消火栓 送水口
双口自立型

屋内消火栓

西病棟

ポンプ起動盤

病院（本館）

屋内消火栓

送水口
双口自立型

テスト弁５０Ａ

テスト弁６５Ａ

スプリンクラー消火ポンプ

屋内消火栓ポンプ

既設

既設
６５φｘ３００Ｌ／ｍｉｎｘ７０ｍｘ７．５ｋＷ

１００φｘ９００Ｌ／ｍｉｎｘ８０ｍｘ２２ｋＷ

系　統　図

１６０

８０

流　量

２５

２５

仕　切　弁

係数
ｍｍ

管径
係数

エルボ９０° チーズ分流

係数係数 係数

逆　止　弁
損失水頭

（ｍ）（ｍ） （ｍ）

相当管長
直管長 総管長継　手

（ｍ）
係　数

損　失　水　頭

ス　プ　リ　ン　ク　ラ　ー　計　算　書

２４０ ３２

係数

（２．４）
０．８

２．２

０．２８３６２．４

１．０２２３

０．６１８１

２．８

０．５

１０．０

６４０ １００ １．７ ４．７ ０．７
（１．４）

８．７ １７．６ １８７．０３０

フート弁

（５１．０）
０．０１９６

５．２

０．５

１２．２ ７．５４０８２

１．４７４７２

０．５１１１５

１５
（７０．５）

１４９．２ ３３６．２ ６．５８９５２

ヘ
ッ
ド
数

Ｌ／ｍｉｎ

動　　　　　力

配管路弁類損失

合　　　　　計

既設ポンプ仕様

揚　　水　　量

１００φ　×　９００　　／ｍｉｎ　×　８０ｍ　×　２２．０ｋＷ

×　１．１　＝　１８．７７　＜　２２．０ｋＷ

７２０　／ｍｉｎ　（８個同時放水）

０．１６３　×０．７２×　８０

０．５５

（１６．１１６）

４０．５ｍ　×　１．１　＝　４４．５５ｍ＝　４５ｍ　＜　８０ｍ

アラーム弁損失

放　　射　　圧　　力

実　　　揚　　　程

１７．０　ｍ

４０．５　ｍ

５．０　ｍ

１０．０　ｍ

８．５　ｍ

全　　揚　　程

屋内消火栓

屋内消火栓
放水口付

屋内消火栓
放水口付

屋内消火栓
放水口付

屋内消火栓

屋内消火栓

屋内消火栓
放水口付

屋内消火栓
放水口付

屋内消火栓
放水口付

屋内消火栓
放水口付

以降西館へ

排水

排水
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制御弁廻り更新参考図 末端試験弁廻り
更新参考図

凡例
既設配管
更新箇所
既設接続箇所

改修前ポンプ廻り参考図

既設利用

今回撤去

改修後ポンプ廻り参考図

スプリンクラーポンプ　　更新

制御弁100A  更新

自家発電

(新設）

消火栓ポンプ SPポンプ

消火栓ポンプ
呼水槽

SPポンプ
呼水槽

SPポンプ
膨張タンク

アングル架台

SPポンプ
呼水槽

SPポンプ

アングル架台

消火栓ポンプ
SPポンプ

消火栓ポンプ
呼水槽

アングル架台(既設）

SPポンプ

SPポンプ
膨張タンク

アングル架台改造(既設）

(既設）
(新設）
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縮尺 図面番号図名

工事名特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士 印
伊賀 市 立上 野 総合 市 民病 院 防火 設 備改 修 工事

１ /３０ ０ （Ａ ２ ）地下１階平面図　消火設備（スプリンクラー） Ｍ -０３

地 下 １ 階 平 面 図
１ /３ ００

（ Ａ ２）

65 100 100 50

５０

X

１００，５０，１００，５０

H X S D

100 100

以降1階平面図参照

２５

屋内消火栓ポンプ（呼水槽ユニット型）
65C x 300L/min x 70m x 7.5kW

スプリンクラーポンプ（呼水槽ユニット型）

100C x 900L/min x 80m x 22kW

フート弁・その他付属品共

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

※ポンプより１ｍ配管更新、その他周辺配管は既設接続

凡例

既設を示す

今回更新を示す

※配管更新部は配管塗装

※配管更新部は配管塗装

※配管更新部は配管塗装

自家発電

厨　房

休憩更衣室
調乳

冷凍

乾物庫

野菜調味料

冷蔵室

厨房事務室

職員食堂和室洗濯室
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ＡＤＬ
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制御弁廻り更新参考図 末端試験弁廻り
更新参考図

凡例

既設配管
更新箇所
既設接続箇所

壁解体及び、復旧
1000W×2000H(FL0～2000）

作業用足場

制御弁100A  更新×２

2000×2000Ｘ2000H

特　記

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

１ 階 平 面 図

伊賀 市 立上 野 総合 市 民病 院 防火 設 備改 修 工事
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※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

SPヘッド２箇所追加

既設管100Aより分岐

点検口(450□)新設×４箇所

凡例

既設を示す

今回更新を示す

※配管更新部は配管塗装
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制御弁廻り更新参考図 末端試験弁廻り
更新参考図

凡例

既設配管
更新箇所
既設接続箇所

制御弁100A  更新
職員図書・研修室 副院長室 副院長室

宿直室

副院長室

（Ａ２）
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Ｍ -０５１ /３０ ０ （Ａ ２ ）

縮尺 図面番号図名

工事名特　記

２階平面図　消火設備（スプリンクラー）

印
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※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

凡例

既設を示す

今回更新を示す

ＥＳＷＬ

当直 CAPD 更衣室診察 倉庫 リネン

操作室

休憩室

透析室（３４床）

倉庫

教育室

大会議室

作業室リネン
器具

制
御
室

心エコー・心電図

心肺機能検査室

医　局

食事・休憩

更衣室

更衣室

ナース控

病歴 倉庫 倉庫空調機オート

医師控クレーブ 清潔室

ＥＶ

Ｅ
Ｖ

庶務・経理 会議室総婦長ＥＶホール

ＥＶ

清潔

器具
手術室－２ 手術室－３ 手術室－４手術室－１空調機

消毒ホール

器具準備

観察

中央材料室 倉庫 ナース更衣室

ＯＡルーム

副院長

倉庫
副院長

診療部長

閲覧

談話室 副院長 院　長 応接当直

Ｙ１



制御弁廻り更新参考図 末端試験弁廻り
更新参考図

凡例

既設配管
更新箇所
既設接続箇所
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀 市 立上 野 総合 市 民病 院 防火 設 備改 修 工事

３階平面図　消火設備（スプリンクラー）
Ｍ -０６１ /３０ ０ （Ａ ２ ）

３ 階 平 面 図
１ /３０ ０

（ Ａ２ ）
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H X HX

２５

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

凡例

既設を示す

今回更新を示す

１床
病室

１床
１床 １床 １床 １床 １床 １床

倉庫

リネン

洗濯

浴室

休憩

Ｎ　Ｓ

病室４床

病室４床

病室４床

ディコーナー
病室４床

病室４床

病室４床

病室４床

病室４床

カンファレンス

ディルーム

介護浴室
病室４床

病室４床 ２床 ２床 ２床 １床 １床 １床 １床 １床 １床 １床 倉庫

２床 ２床

洗濯

乾燥室

リ
ネ
ン

Ｎ　Ｓ 空調機

ＥＶホール

ＥＶ

ＥＶ
Ｅ
Ｖ

病室１床 ２床 プレイルーム ２床 ２床 ４床 ４床

2床

給湯室 病室4床 1床
1床

非常用進入口



制御弁廻り更新参考図 末端試験弁廻り
更新参考図

凡例

既設配管
更新箇所
既設接続箇所

更新

制御弁100A  更新

病室

４階平面図
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀 市 立上 野 総合 市 民病 院 防火 設 備改 修 工事
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※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

凡例

既設を示す

今回更新を示す
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制御弁廻り更新参考図 末端試験弁廻り
更新参考図

凡例
既設配管
更新箇所
既設接続箇所

制御弁100A  更新
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特　記 工事名

図名 縮尺 図面番号

承　　認 印管 理 建 築 士

図 面 提 出 日

伊賀 市 立上 野 総合 市 民病 院 防火 設 備改 修 工事

５階平面図　消火設備（スプリンクラー） １ /３０ ０ （Ａ ２ ） Ｍ -０８

５ 階 平 面 図
１ /３０ ０

（Ａ ２ ）

H X H X S

１００，５０，１００

１００

１００，５０ ５０，６５

X H

１００，５０，１００，５０

SXH D

２５

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

※制御弁前後１ｍ配管更新

凡例

既設を示す

今回更新を示す

４人室 ４人室

４人室

浴室

トイレ

ＤＮ
ＵＰ

洗濯室

ＥＶ

ＥＶ

廊　下 廊　下

休憩室

回復室

６人室

ＥＶホール憩いのコーナー

ＤＳ

４人室 ４人室

４人室 ＰＳ 倉庫

脱衣室

多目的
便所1

PS

不潔庫

洗面所

職員便所２職員便所１

ＰＳ

廊下

Ｄ
Ｎ

Ｕ
Ｐ

Ｕ
Ｐ

Ｄ
Ｎ

階段室

ＤＳ

清潔用

リネン庫

ＰＳ
ＤＷ

ＤＳ

階段室

汚物処理室

多目的
便所2

浴室

PS

DW

DW

ＥＶ

洗濯室便所

調剤室

ナースステーション

1人室 1人室 1人室 1人室
1人室 1人室 1人室 1人室 1人室 1人室

1人室 1人室
1人室

1人室
1人室1人室1人室

1人室1人室特別室

非常用進入口



制御弁廻り更新参考図 末端試験弁廻り
更新参考図

凡例
既設配管
更新箇所
既設接続箇所

制御弁100A  更新

非常用進入口

６階平面図

ＰＨ階平面図

１/３００

（Ａ２）

（Ａ２）

１/３００

Ｈ

4,
50
0

Ｇ

6,
90

0

Ｆ

1,
50

0

11
,4
00

Ｉ

3,
20
0

4,
50
0

1,
30

0

Ｈ

4,
50
0

Ｇ

11
,4
00

6,
90

0

Ｆ

1,
50
0

5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600

84,450

３３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

225 225

5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600

84,450

３３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

225 225

18,800

5,600 5,600 5,6001,000 1,000

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀 市 立上 野 総合 市 民病 院 防火 設 備改 修 工事

６・ＰＨ階平面図　消火設備（スプリンクラー） １ /３０ ０ （Ａ ２ ） Ｍ -０９

１００，５０，１００

SXH

テスト弁（H X SP）

１００，５０，１００

SXH

１００，５０，１００

SXH

消火補給水槽
1x1x1H

１００，５０，１００

SXH

１００，５０，１００

SXH

１００，５０

XH

２５

※制御弁前後１ｍ配管更新

※末端試験弁前後１ｍ配管更新

末端試験弁２５　更新

凡例

既設を示す

今回更新を示す

２５

ＣＣＵ

倉庫１

６５８６１５６１３ ６６１ ６６２（清潔） ６６０
リネン

４床４床４床 ４床４床４床倉庫２
処置室

（不潔）
ＵＰ

ＤＮ

廊　下廊　下

ＤＳ
（特別室）感染病室 ＥＶＥＶホール１床４床 ２床 １床１床２床 １床 ２床 ４床２床 ２床２床 ４床 ４床１床 １床面談室Ｄ

Ｎ

ラウンジ
６５６６５５６１２ ６５２ ６５３６５１６１１６１０６０３ ６０５ ６０６ ６０７ ６０８６０１ ６０２ ６５７ＥＶ ＥＶ

Ｕ
Ｐ

非常用進入口

Ｐ　Ｈ　屋　根

物干場
空調機械室

ＥＶ機械室



ＣＯ　制御盤

蓄電池設備 （２４ＡＨ）

ダンパー復旧装置

配管

ＣＯ　噴射ヘ ッド

二酸化炭素貯蔵容器

起動用ガス容器箱
内蔵品（電磁式弁開放器，リリーフ弁，

圧力スイ ッチ，起動容器）

凡　　　　　　　　　　　　例

記　号 名　　　　　　　　称 備　　　　　　　　考

選択弁

手動閉止弁 銅管用

２

２ （３回線／手動式　安全対策型）

手動起動装置（屋内型） SPB－２４ASS

ＣＯ　充満表示灯（屋内型）２ ST-SI型

警報スピーカー ＣＴ－１５０型

ＳＴＰＧ３７０　ＳＣＨ８０

電路

銅管 φ６ヒフク付

ＨＰＳ-２５Ｎ型

68Ｌ／45Ｋｇ×12本

５０Ａ、３２Ａ

露出型

20A安全弁

逆止フィルター

32

50
32

50

32 50 32

４P（25）１．２×

４P×3（31）１．２×４P×2（31）１．２×

×4

特　記

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

NS

伊賀 市 立上 野 総合 市 民病 院 防火 設 備改 修 工事

系 統図 　 消火 設 備（ ガ ス消 火 ）
Ｍ -１０

凡例

既設を示す

今回更新を示す

＜工事に関する追加工事項目＞

インターロック工事（機械停止，ファン停止、燃料供給停止）（既設配線接続）

専用１次側電源引き込み工事ＡＣ１００Ｖ，０．５KVA（既設接続）

火災受信機への移報工事（既設配線接続）

区画名

消火剤量の算定

高さ　Ｈ（ｍ）

容積係数 Ｘ（ｋｇ／ ｍ ）　

所要消火剤量

容器数

45kg／68Ｌ

選択弁 32

186.2

7.0

26.6

0.8

186.2 ×0.8

≒148.96

148.96÷45

≦　4本

自火発電気室

防護平面積　Ａ（ｍ ）

Ｗ＝Ｖ・Ｘ（ｍ ）

防護容積　Ｖ（ｍ ）

電気室

90.145

7.0

631.015

0.8

631.015 ×0.8

≒504.812

504.812÷45

≦　12本

50

倉庫

23.175

7.0

162.225

0.8

162.225 ×0.8

≒129.78

129.78÷45

≦　3本

32

設計時間（ｓｅｃ） 60 60 60

×1

HP1.2-7P×3

Ｂ１ＦＬ

消火設備室

C
U
6
φ

H
P
1
.
2
-
5
P ×1

C
U
6
φ

×1

C
U
6
φ

HP1.2-7P×2 HP1.2-7P

×1×2×2

H
P
1
.
2
-
5
P

H
P
1
.
2
-
5
P

１

２

３

２

３

３

３

Ｃｕ６φ

CO2
1 45ｋｇ／68Ｌ×12本

Ｃｕ６φ

１

２

３

２×２（２５）Ｃ
耐火ケーブル

不活性ガス消火設備系統図

発電気室 電気室 倉庫



自家発電

１/３００
（Ａ２）地下１階平面図
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特　記 工事名 承　　認 印管 理 建 築 士

図名 縮尺 図面番号

図 面 提 出 日

CO2制御盤3回線型 更新

蓄電池設備 DC24 24AH（AC100V入力は既設接続）更新

選択弁ﾕﾆｯﾄ(起動容器ﾕﾆｯﾄ付）更新

CO2ﾎﾞﾝﾍﾞ 45kg×12本ﾕﾆｯﾄ 更新

ｶﾞｽ充満表示灯 更新

手動起動装置 更新

警報ｽﾋﾟｰｶｰ 更新

ｶﾞｽ充満表示灯 更新 手動起動装置 更新

ｶﾞｽ充満表示灯 更新

警報ｽﾋﾟｰｶｰ 更新

手動起動装置 更新

警報ｽﾋﾟｰｶｰ 更新

ｶﾞｽ充満表示灯 更新

25A 32A 40A 40A 50A

3
2
A

25A

伊賀 市 立上 野 総合 市 民病 院 防火 設 備改 修 工事

１階平面図　消火設備（ガス消火） １ /３０ ０ （Ａ ２ ） Ｍ -１１

65 100 100 50

凡例

既設を示す

今回更新を示す

自家発電

厨　房

休憩更衣室
調乳

冷凍

乾物庫

野菜調味料

冷蔵室

厨房事務室

職員食堂和室洗濯室

用務員 器具庫

軽食室

消
毒

霊安室

標本室

解剖室

コバルト６０室

操作室

不
潔
庫

清潔庫

雑品庫 理髪 焼却炉フィルム庫

マ
ニ
ホー

ル
ド

電気室 自家発電

機械室

EVホール

EVEV

EV

自家発電

厨　房

休憩更衣室
調乳

冷凍

乾物庫

野菜調味料

冷蔵室

厨房事務室

職員食堂和室洗濯室

用務員 器具庫

軽食室

消
毒

霊安室

標本室

解剖室

コバルト６０室

操作室

不
潔
庫

清潔庫

雑品庫 理髪 焼却炉フィルム庫

マ
ニ
ホー

ル
ド

電気室 自家発電

機械室

EVホール

EVEV

EV

特別防火設備

倉庫

ドライエリヤ

倉庫

配管ピット

更衣更衣

ＡＤＬ

技師控室
機能回復訓練室

理学療法

部分浴ＳＷ

水治療室
機械

特別防火設備

倉庫

ドライエリヤ

倉庫

配管ピット

更衣更衣

ＡＤＬ

技師控室
機能回復訓練室

理学療法

部分浴ＳＷ

水治療室
機械

駐車場駐車場



７．既設との取り合い

８．防火区画の貫通

6．特定建設資材廃棄物以外

　　の発生材の処理等

　・　引き渡しを要するもの

　・　特別管理産業廃棄物

　・　再生資源化を図るもの

（　・　金属類　　　・　盤類　　　　・　電線、ケーブル　　）

（　・　ＰＣＢ使用機器　・　　　　　　　・　　　　　　　　）

（・　蛍光ランプ 　 　   ・　　　　　　・　　　　　　）

　　※ 照明器具安定器にＰＣＢが使用されている場合は、安定器を本体より分離し金属箱に

　　　収納し表示を付して建物管理者に引き渡す（報告書共）。

本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　・　 特別管理産業廃棄物の処理方法

　　　　・ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。 

　・　引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とする。

　 　 　 　

　　　　マニフェスト提出のこと。

本工事施工に伴う防火区画の貫通は,適切な材料工法にて処理を行う事。

工事名称

1．工事場所

2． 建物概要

建物名称 国:延面積 建:延面積 消施令の適用 備　　考

3．工事種目
国:国有財産法延面積 (ｍ　）2     建:建築基準法延面積 (ｍ　)2)

・ 電灯設備
・ 動力設備

・ 受変電設備

・ 発電設備
・ 静止形電源設備

・ 構内情報通信網設備
・ 構内交換設備
・ 情報表示設備
・ 映像・音響設備
・ 拡声設備
・ 誘導支援設備
・ テレビ共同受信設備

・ ｲﾝﾀｰﾎﾝ(ﾅｰｽｺｰﾙ）設備

・ 自動火災報知設備
・ 中央監視制御設備
・ 構内配電線路
・ 構内通信線路

工　　　事　　　種　　　別
工事種目

建物別及び屋外

4．指定部分 ・  無 ・  有
対象部分 :

Ⅱ．工事仕様

２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事の仕様書を適用する。

　　なお、機械設備の工事仕様は（  /  ）図、建築工事の工事仕様は（  /  ）図による。

3. 特記仕様

１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２）特記事項のうち選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

図面に特記無き場合は、表－２「機器標準取付高さ」による。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針  2005年版」

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

＜施設区分＞ ・　特定の施設 ・　一般の施設

＜重要機器＞ ・　配電盤 ・　発電装置

・　直流電源装置 ・　交流無停電電源装置

・　交換機 ・　火災報知設備

・　中央監視制御装置 ・　

＜上層階の定義＞   2 ～ 6 階建ての場合は最上階、7 ～ 9 階建ての場合は上層 2 階、

10 ～ 12 階建ての場合は上層 3 階、13 階建て以上の場合は上層 4 階

図面に特記無き接地極は、表－３「接地極一覧表」による。

・　60 Ｈｚ                     　・　50Ｈｚ

分電盤、制御盤、端子盤などの二次側以降の配管経路、電線の太さ、電線本数、管径等は監督

職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受

ける。

次の露出配管は、塗装を行う。

（　・  屋外    ・屋内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ケーブル配線の保護管は、標準仕様書の金属管配線、合成樹脂管配線の項による。

最上階の天井スラブへの埋め込み配管は、原則として避けるものとする。

4．は　　つ　　り

5．機器取付高さ

6．接地極

8．電源周波数

12．電線本数・管路等

13．金属管の塗装

14．保護管

15．最上階の埋め込み配管

16．呼び線 長さ 1ｍ 以上の入線しない電線管には、1.2ｍｍ 以上の呼び線を挿入する。

フラッシュプレートは、図面に特記なき場合は次による。

・　金属製（ステンレス、新金属も含む） ・　樹脂製

地中配線で、特記なき埋設深さは 0.6ｍ 以上とする。また、地中配線には埋設シート （1/2

重ね）を設ける。

ハンドホール等の鉄蓋は、鋳型流し込みで用途名を表示する。

構内配電線路の用途名　（・　電力　　　　・　　　　　）

構内通信線路の用途名　（・　通信　　　　・　　　　　）

電力及び電話引き込み線の引留方法、位置については電力会社及び電気通信事業者と打ち合わ

せのうえ監督職員と協議により施工する。また、外線工事負担金などの調査報告を監督職員に

速やかに行う。

17．フラッシュプレート

18．地中配線の埋設深さ等

19．ハンドホールの蓋

20．電力・電話の引き込み

21．耐震措置

局部震度法による建築設備機器（水槽を除く）の設計用水平震度

設　置　場　所
特 定 の 施 設 一 般 の 施 設

2.0 (2.0)
1.5 (1.5)
1.0 (1.0)

1.5 (2.0)
1.0 (1.5)
0.6 (1.0)

1.5 (2.0)
1.0 (1.5)
0.6 (1.0)

1.0 (1.5)
0.6 (1.0)
0.4 (0.6)

上層階・屋上及び塔屋
中間階

１階及び地下階

注）（　）内数値は、防震支持の機器の場合に適用する。

局部震度法による水槽類の設計用水平震度

設　置　場　所
特 定 の 施 設 一 般 の 施 設

2.0
1.5
1.5

1.5
1.0
1.0

1.5
1.0
1.0

1.0
0.6
0.6

上層階・屋上及び塔屋
中間階

１階及び地下階

接 地 の 種 類

・　共同接地

・　共同接地

・　Ａ種

・　Ｂ種

・　Ｃ種

・　Ｄ種

・　Ｄ種

・　雷保護用

・　高圧避雷器

・　交換機用

・　通信用

・　通信用

・　測定用

・　構造体接地

・　等電位接地

Ｅ Ａ・ Ｂ・ C・ D

Ｅ Ａ・ C・ Ｄ

Ｅ Ａ

Ｅ Ｂ

Ｅ Ｃ

Ｅ Ｄ

Ｅ Ｄ

Ｅ ＬＡ

Ｅ ＬH

Ｅ ｔ

Ｅ Ａｔ

Ｅ Ｄｔ

Ｅ ０

10 Ω以下

     Ω以下

   Ω以下

100 Ω以下

Ω以下

10 Ω以下

100 Ω以下

100 Ω以下

Ω以下

Ω以下

ＥＢ（Ｄ=14 又は Ｗ=40）×   連 -   組
又は ＥＰ－0.6×2

ＥＢ（Ｄ=14 又は Ｗ=40）×3 連 - 　組

記　　号 接 地 抵 抗 値 接地極の規格・数量

名　　　称 測　点 取付高さ (mm)

 取引用計器

 引込開閉器

地上～窓中心

地上～中心

 分電盤

床上～中心 スイッチ

 スイッチ

（一般）

（和室）

（台上）

（土間）

（一般）

（踊場）

（鏡上）

 壁掛制御盤

 手元開閉器

 操作スイッチ

 室内端子盤

 集合保安器箱

 壁付形親時計

 子時計

 壁掛形スピーカ

 壁付アッテネータ

電
力
共
通

電

灯

コ
ン
セ
ン
ト

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

動

力

構
内
交
換

時
計

拡
声

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

鏡上端～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

天井下～上端

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

1,800～2,000

1,800～2,200

1,500

1,300

1,100

  300

  150

  150 ～ 200

500

2,100～2,300

2,000～2,500

  150

1,500

1,500

1,300

  300

  200

1,300

1,500

天井高×0.9

天井高×0.9

1,300

名　　　称 測　点 取付高さ (mm)

 表示盤

 壁付発信器

 ﾍﾞﾙ･ﾌﾞｻﾞｰ･ﾁｬｲﾑ

 壁付押ﾎﾞﾀﾝ

外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機)

 壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(上記以外)

 押ﾎﾞﾀﾝ

 復帰ﾎﾞﾀﾝ

 機器収容箱

 直列ﾕﾆｯﾄ

 受信機･副受信機

 機器収容箱･発信機

 ベル

 表示灯

 液化石油ガス用検知器

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

標準図による
床上～中心

床上～中心

床上～中心

天井下～上端

床上～中心

床上～操作部

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～上端

天井高×0.9

1,300

1,300

2,300

1,300

  900

  200

  300

  150

  800～1,500

  800～1,500

2,300

2,100

  300

床上～中心 直列ﾕﾆｯﾄ

火
災
報
知

テ
レ
ビ
共
同
受
信

誘
導
支
援

出
退
・
マ
ル
チ
サ
イ
ン

備

考

3．コンセント 発電機回路に接続されるコンセントは、原則として赤色とする。

金属管配線において、電動機容量 7.5ｋＷ 以下は金属管を接地線とする。

原動機・発電機と付属各機器間の燃料油、冷却水などの配管、制御用配線は監督職員の承諾を

受けて多少相違しても差し支えない。

局線の新増設移転の手続きは、本工事とする。

4．電動機等の接地

7．自家発電設備の
     配管工事等

1．局線

9．電線類

重要機器 重要機器一般機器 一般機器

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

（１）設計用水平地震力は機器重量に、次に示す設計用水平震度を乗じたものとする。

（２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の 1/2 とし、水平地震力と同時に働くものとする。

設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料のうち、「標準仕様書に定め

る品質及び性能」を有することの証明となる資料は、監督職員の承諾を受けることにより、

外部機関が発行する証明資料の写しとすることができる。

姿図の形状及び寸法は、概略を示す。

8．機材の品質・性能証明

10．機器姿図

章 項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

最大電力 500 kＷ 以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。

工事が完成（指定部分に係わる完成を除く）したときは、本工事で作成する施工図等のうち、

下記の原図及び複写図（1 部）を監督職員に提出する。ただし、製作図等で原図として提出

ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

なお、施工図等の著作権に係わる該当建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

　機器製作図

　制御システム図

　試験成績書

　機器・配管配線施工図

一　式

一　式

一　式

一　式

11．電気工事士

13．施工図等

・ 雷保護設備

・ 監視カメラ設備
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注) ＥＢでＤ=14の場合はＬ=1500とし、Ｗ=40の場合はＬ=1200、Ｗ=30の場合はＬ=900とする。

（外壁・屋外） 地上～中心 800

(一般)

(上端1,900以下)

(上端1,900以下)

(多目的便所)  

(ﾄｲﾚ呼出用)

(一般)

(和室)

ＥＢ（Ｄ=14 又は Ｗ=40）×3 連 -    組

ＥＢ（Ｄ=14 又は Ｗ=40）×3 連 - 2 組

ＥＢ（Ｄ=14 又は Ｗ=40）×3 連 -    組

ＥＢ（Ｄ=14 又は Ｗ=40）×3 連 - 2 組

ＥＢ（Ｄ=14 又は Ｗ=40）×3 連 -    組

ＥＢ（Ｄ=14 又は Ｗ=40）×3 連 - 2 組

ＥＢ（Ｄ=14 又は Ｗ=40）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=14 又は Ｗ=40）×3 連 - 　組

ＥＢ（Ｄ=10 又は Ｗ=30）×1

ＥＢ（Ｄ=10 又は Ｗ=30）×1

ＥＢ（Ｄ=10 又は Ｗ=30）×1
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４
　
通
信
・
情
報

(上端1,900以下)

３
　
　
　
電
　
　
力
　
　
・
　
　
受
　
　
変
　
　
電
　
　
・
　
　
発
　
　
電

・ 防犯･入退室管理設備

・ テレビ電波障害防除設備

使用する電線類は、次に示す記号及び規格による。

2．電界強度の測定 最上階フロアのコンクリート打設前に、受信電波の電界強度測定を 3 か所以上行うこと。また、

その報告書を監督職員まで提出すること。

2. 改修工事共通仕様（Ⅰ．3．工事種目において改設・撤去一式とあるもの）

２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事の仕様書を適用する。

　　なお、機械設備の工事仕様は（  /  ）図、建築工事の工事仕様は（  /  ）図による。

1．施　  工　  調　  査 　事前調査（　・　本工事　・　別途工事　）

　調査項目（　・　　　　　・　　　　　　）　

　調査範囲（　・　図示　　・　　　　　　）　

　調査方法（　・　図示　　・　　　　　　）　

　仮設備項目（　・　受変電　　・　発電　　　・　　　　　　）

　仮設備期間（　・　図示　　　・　　　　　　　）

　養生範囲（　・　　　　・　　　　　）　　　　　　養生方法（　・　　　　・　　　　　）

2．仮　　　設　　　備

3．養　　　　　　　生

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、図面に特記のない場合はダイヤモンドカッ

５
　
　
　
改
　
　
　
　
修
　
　
　
　
一
　
　
　
般
　
　
　
事
　
　
　
項

5．インバ－タ装置の
　　規約効率

三相可変速運転用インバ－タ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

電動機出力（ｋＷ）
インバ－タ効率（％）

0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11

87.085.0 88.5 89.5 90.0 90.5 91.0 91.5

電動機出力（ｋＷ）
インバ－タ効率（％）

15 18.5 22 30 37 45

92.592.0 93.0 93.5 94.0 94.5

(自動ドア)   スイッチ 床上～中心 1,800

1,500～1,800

8．設備機器容量等 本工事及び別契約の関連工事において設備機器容量等が相違する場合は、関連する設備の施工

及び機器製作前に監督職員と協議し、指示を受けること。

・ 電熱設備

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて請負者の負担とする。12．工事用電力、水その他

敷地内の３箇所において、大地抵抗率の測定及び試験電極施工による接地抵抗の測定を次により行い、

その報告書を監督職員に提出する。

7．接地調査

（報告書：大地抵抗率測定表及び解析グラフ、接地設計、工事写真等）

（１）電動機の供給電圧は2００Ｖ又は4００Ｖとする。

（２）インバータ効率は、１００％負荷時の値とする。

6．分電盤・実験盤 本工事の分電盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断器の寸法と定格は、JIS C 8370

「配線用遮断器」による。

1） 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（電気

　　設備工事編）（平成２８年版）」（以下、「標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

　　（平成２８年版）」（以下、「標準図」という。）による。

１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築改修工事標準仕様書

　　（電気設備工事編）（平成２８年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（電気

　　設備工事編）（平成２８年版）」（以下、「標準図」という。）による。

15．完成図等 ・提出要（・  設計図ＣＡＤデータ使用   ・  既存完成図修正）　・提出不要

・　設けない　　　　　　　・設ける（　号）　　　　　　・既存建物利用

・　構内敷きならし　　　　・　構外搬出（片道運搬距離　約　　ｋｍ）

構外搬出の搬出先は監督職員と協議による。　　　　

図面に特記無き場合は、表－１「他工事との工事区分表」による。

1．監督職員事務所

2．建設発生土の処分

3．足場・桟橋類 ・　別契約の関係請負者の定置する足場、桟橋の類は、無償で使用できる。

4．他工事との工事区分

表－２　「機器標準取付高さ」

表－３　「接地極一覧表」

表－４　「蛍光灯器具の安定器の種類」

1．新設工事共通仕様（Ⅰ．3．工事種目において新設・増設一式とあるもの）

2．発生材の処理等

　　について

本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日　法律

第１０４号）の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適

切な処置を行なう。ただし、工事契約後にやむをえない事情により予定した条件により難い

場合は監督職員と協議を行う。

尚、分別解体・再資源化の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

　　①再資源化等が完了した年月日

　　②再資源化等をした施設の名称及び所在地

　　③再資源化等に要した費用

（１）分別解体の方法

 ・ 新築

 ・ 増築

 ・ 修繕

 ・ 模様替

　建築設備工事

・ 有

・ 無

・ 手作業

・ 手作業･機械作業併用

（２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。総合施工計画作成時、工事完了時、

及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムにデータ入力を行う。また、同シ

ステムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、

　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

　　有するものとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアル

　　　デヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極

　　　めて少ないものとする。

（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　　　難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシ

　　　レン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放

　　　散が極めて少ないものとする。

（５）上記（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、

　　　その他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムア

　　　ルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制

　　　対象外のものを使用する。ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを

　　　使用する。

　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は次のとおりとする。

該当する建築材料ホルムアルデヒドの放散量

規　制　対　象　外

①JIS及びJASのＦ☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない材料使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない塗料使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない塗料等使用　

①JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

③旧JISのＥ ○規格品

④旧JASのＦ ○○規格品

第　　三　　種

③下記表示のあるJAS規格品

 押ﾎﾞﾀﾝ 床上～中心   300(ﾄｲﾚ呼出用)

     Ω以下

     Ω以下

     Ω以下

　　Ω以下

10 Ω以下

1．工事実績情報の登録 登録可能な請負金額の場合：適用する（提出先(財)日本建設情報総合センター）

3．建設副産物
　　情報交換システム

7．機材等

9．室内空気中の化学物質
　　 の濃度測定

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を

測定し、監督職員に報告する。測定はパッシブ型採取機器により行う。

＜測定時期＞　　　　　　　　・ 工事着手前　　　　　　　　・ 施工終了時

＜測定対象室＞　　　　　　　・ 図示

＜測定箇所＞　　　　　　　　・ 図示

照明制御の総合動作試験は次に示す事項について行い、監督職員に試験成績書を提出し、承諾を

うける。

・　目標照度設定のための各調光センサー（夜間及び日中）

・　在不在制御機能の動作及び動作時間設定のための調光人感センサー

・　タイムスケジュール制御における点滅及び調光制御の動作確認

・　外光センサーによる点滅及び調光制御のための動作確認

※上記試験項目は全数確認とする。

1．照明制御総合動作試験

2．蛍光灯安定器・ランプ 図面に特記なき場合は、表－４「蛍光灯器具の安定器の種類」による。

１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「追記・一般事項　１．設備機材等」を含

　　む。）に規定するもの又は、これらと同等のものとする。ただし、これらと同等のもの

　　とする場合は、監督職員の承諾を受ける。

２）化学物質を放散させる建築材料等

 壁付電話機

・　電話引込口
　　の保安器用

Ｅ Ｄｔ 100 Ω以下 ＥＢ（Ｄ=10 又は Ｗ=30）×1

蛍　　光　　灯　　の　　種　　類

高輝度誘導灯

コンパクト形

Ｈｆ直管形

安定器の種類 電　　圧

EL

PN､PR､PW､PX

PN､PX

PN

PH､PX

PＷ､PK､PN

PJ､PＸ､PZ

Ｈｆ形　Ｐ３２形

Ｈｆ形　Ｈ１６形　Ｈ２４形　Ｈ３２形

Ｈｆ１６形

100V

100/200V

100/200V

100/200V

100/200V

100/200V

測定種別 測　　定　　方　　法

接地抵抗
直径１４mm、長さ１５００mmの接地棒を打ち込み、JIS C1304（接地抵抗計）
に規定するものを用いて行う。

大地抵抗率測定器（ウェンナーの４電極法によるもの）を用いて行う。大地抵抗率

工　程 分別解体の方法作業内容

特定建設資材廃棄物の種類 所　在　地再資源化等をする施設名称

Ｈｆ形　Ｐ４５形

Ｈｆ形　Ｈ４２形 PX 100/200V

Ｈｆ３２形

他工事との取合い

発電機の基礎

配電盤・制御盤等の基礎

自立型テレビアンテナの基礎（屋上）
避雷針の基礎（屋上）
配線ピット及び蓋
自立閉鎖装置を取付ける防火戸の切込・補強及びﾄﾞｱﾁｪｯｸ・ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ
照明器具・幹線等の吊ボルト用のインサート
別途機器などへの接続（直接接続するもの）
機器付属制御盤以降の配管配線（接地共）
機器付属制御盤への電源供給の渡配管配線（接地共）

天井吊型 FCU 及び全熱交換形換気扇と操作スイッチとの渡配管配線
煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線
小便器用水装置の制御盤以降の配管配線
自動扉及び電動シャッターなどの制御装置に至る配管配線
防油提
天井点検口

梁・床・壁貫通部

埋込分電盤・端子盤・プルボックス

軽量鉄骨下地天井・壁ボード類の切込

床デッキプレート
既製間仕切壁の位置ボックス及びその取付

補強
スリーブ・仮枠
補強
仮枠
補強有りの場合(補強共)
補強無しの場合
切込

屋内・屋上
屋外

電気設備工事 機械設備工事 建築工事

開

口

部

・ ・
・
・
・
・
・
・
・ ・

・

・
・

・

・

・ ・
・ ・

・・
・ ・

・ ・

・・
○・

○ ・ ・
・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・・

・・

・・

表－１　「他工事との工事区分表」

機器付属制御盤への操作回路の渡配管配線 ・ ・

Ⅰ．工事概要

仕　　様　　書

構造及び階数

(○印の付いたものが対象工事)

ＲＣ造６階 別表第一 (６) 項イ

・
○

・

・

・
・

・

・
・
・
・

・

・

・
・

・

・
・

・
・

・ ・

○

・

・

・

・

・アスファルト･コンクリート

・木材

　から成る建設資材

・コンクリート及び鉄

・コンクリート

・
・
・

○

・ 非常警報設備

合成樹脂製可とう電線管 (ＰＦ管) 及び付属品は、タイプ - 25 のものを使用する。なお、

電力用位置ボックス類は原則として合成樹脂製とするが、コンクリート打ち込み部分は金属

製としても良い。ただし、金属製とする場合は当該ボックスには接地を施すものとする。

薄鋼電線管は表示されているものと同一外形のねじなし電線管を使用しても良い。

10．合成樹脂管配線

11．薄鋼電線管

ターによる。
工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する。

５．非破壊調査等 非破壊調査等による埋設物の調査（　・　要　　・　不要）とする。

なお、範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。
記　号 規　　　　　　　　　格

JCS 5503「耐燃性ポリオレフィンシースLAN用非シールドツイストペアケーブル」EM-UTP

EM-OCT JCS 4512「600V耐燃性ポリオレフィンキャブタイヤケーブル」

EM-HP JCS 3501「小勢力回路用耐熱電線」

EM-FP-C JCS 4506「低圧耐火ケーブル」

病院 m2

・

○

提出部数等は製本A2，A3　各2部とする。　

・　脚立足場程度とする。

4．概成工期 総合試運転を行う上で、関連工事を含めた各工事が工期の概ね　　日前までに支障の無い状

況までに完了していること。

中部地方整備局制定の営繕工事の保安規程第 5 条に定める工事担当技術者の職務を補佐し、

電気工作物の保安業務を行うものとする。

工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、事故発生報告

書を監督職員に速やかに提出すること。

5．電気保安技術者

6．事故報告

伊賀市四十九町　地内

工事写真14.

 電子納品とし、次のものを提出する。

 CD  部数は「16 電子納品」を参照

 全写真のサルネームを印刷したもの（A4版用紙） 1部

工事写真の撮り方／建築、及び同／建築設備（建設大臣官房官庁営繕部監修）に従い撮影する。

代表的写真を抽出し、L版相当サイズ（A4版用紙に1ページあたり3枚）で印刷したもの1部

施工条件5   下記で指定するもの以外は監督員と協議し決定する。・

  ・部位別の施工順序　（・　指定なし　・　　　　　）

  ・施工可能日　（・　指定あり　（病院との協議により決定）

  ・施工可能時間帯　（・　指定あり　病院との協議により決定）

  ・工事車両の駐車場　（・　指定あり　病院との協議により決定　）

  ・資材置場　（・　指定あり　　病院との協議により決定）

申　請　手　続
工事に伴う関係官公署への諸手続きは請負者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含むものとする。

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ｎ・Ｓ（Ａ１）

伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事

Ｎ・Ｓ（Ａ３）
特記仕様書 Ｅ-０１

伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事
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1

既設を示す。

実線,1点鎖線 今回工事箇所を示す。
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露出配管
(E19)

機器更新に伴い配線替

え

CO2制御盤

HP0.9-5P（25）

HP0.9-10P（31）

Ｂ

発信器取替

取替

HP0.9-10Ｐ(31)

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ制御盤

HP0.9-10Ｐ(31)

HP0.9-10P(E31)
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事

１/２００（Ａ２）
１/２８２（Ａ３）

自動火災報知設備　地下１階平面図 Ｅ-０２

厨　房

休憩更衣室

調乳

冷凍

乾物庫

野菜調味料

冷蔵室

厨房事務室

職員食堂和室
洗濯室

用務員 器具庫

軽食室

消
毒

霊安室

標本室

解剖室

コバルト６０室

操作室

不
潔
庫

清潔庫

雑品庫 理髪 焼却炉フィルム庫

マ
ニ
ホー

ル
ド

電気室 自家発電

機械室

EVホール

EVEV

EV

自家発電

厨　房

休憩更衣室

調乳

冷凍

乾物庫

野菜調味料

冷蔵室

厨房事務室

職員食堂和室
洗濯室

用務員 器具庫

軽食室

消
毒

霊安室

標本室

解剖室

コバルト６０室

操作室

不
潔
庫

清潔庫

雑品庫 理髪 焼却炉フィルム庫

マ
ニ
ホー

ル
ド

電気室 自家発電

機械室

EVホール

EVEV

EV

倉庫

倉庫

配管ピット

更衣更衣

ＡＤＬ

技師控室

倉庫

倉庫

配管ピット

更衣更衣

ＡＤＬ

技師控室

記　号

　凡例　

名　　称

複合盤

備　考

消火栓組込

P型1級

1級

2種,非蓄積型,露出

2種,露出

2種,非蓄積型,埋込型

1種防水

1・特記なき配管配線は下記による。

(注記）

コバルト６０室

１/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
地下１階平面図

総合盤

P型発信機

表示灯

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器

火報警報ベル

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器

既設配線

AE0.9-4C ころがし配線
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取替

取替

HP0.9-20P(39)HP0.9-60P(51)

HP0.9-20P(39)

HP0.9-10P(31)HP0.9-10P(31)
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事

１/２００（Ａ２）
１/２８２（Ａ３）

自動火災報知設備　１階平面図 Ｅ-０３

風除室

庇

自動ドアに改修

自動ドアに改修

E
X
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.
J
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X
P
.
J

防
火

ｼ
ｬ
ﾂ
ﾀ
ｰ

特
別
防

火
設

備

特
別

防
火

設
備

ＥＶ

休憩室

ﾘｶﾊﾞﾘｰ室

救急処置室

小手術室

光庭 相談

無菌室

製剤室

洗浄室

防災ｾﾝﾀｰ

守衛

整形外科

物入

薬品庫

売店

カルテ室

受　付

調剤室

調剤待合

小手術

外　科

倉庫

中　　庭

光　庭

M･R･I室 制御室２

制御室１

暗室

PS

現像室

操作室PS

廊下

更衣室

PS

CT･MRI

待　合

C･T室

玄　関

大ホール

EVホール

EV
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EV
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予備室 TV透視２

特殊撮影
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一般撮影

断 層 室
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受付
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読影 TV透視１
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平衡機能

無響 中待

隔離診察

小児科
眼　科

中待
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内玄関
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薬局事務室

△
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(注記）

既設配線

AE0.9-4C ころがし配線

破線 既設を示す。
実線,1点鎖線

今回工事箇所を示す。

1・特記なき配管配線は下記による。
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事

１/２００（Ａ２）
１/２８２（Ａ３）

自動火災報知設備　３階平面図 Ｅ-０４

倉庫

リネン

洗濯

浴室

ディルーム

介護浴室
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リ
ネ
ン

助産婦

内診

処置

調乳
授乳

Ｎ　Ｓ 空調機

隔離

１床

ＥＶホール

ＥＶ

ＥＶ

Ｅ
Ｖ

栄養相談室

分娩室

沐浴
新生児 未熟児

隔離１床

脱衣

汚物

処置 ＮＳ 病室３床 ２床 ２床

病室１床 ２床 プレイルーム ２床 ２床 ４床 ４床

非常用進入口

１/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
３ 階 平 面 図

(注記）

既設配線

AE0.9-4C ころがし配線

破線 既設を示す。
実線,1点鎖線

今回工事箇所を示す。

1・特記なき配管配線は下記による。
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事

１/２００（Ａ２）
１/２８２（Ａ３）

放送設備　地下１階平面図 Ｅ-０５

和室
洗濯室

用務員 器具庫

軽食室

消
毒

霊安室

標本室

解剖室

コバルト６０室

操作室

不
潔
庫

清潔庫

雑品庫 理髪 フィルム庫

EVホール

EVEV

EV

和室
洗濯室

用務員 器具庫

軽食室

消
毒

霊安室

標本室

解剖室

コバルト６０室

操作室

不
潔
庫

清潔庫

雑品庫 理髪 フィルム庫

EVホール

EVEV

EV

特別防火設備

倉庫

ドライエリヤ

倉庫

配管ピット

更衣更衣

ＡＤＬ

技師控室

機能回復訓練室

理学療法

部分浴ＳＷ

水治療室
機械

特別防火設備

倉庫

ドライエリヤ

倉庫

配管ピット

更衣更衣

ＡＤＬ

技師控室

機能回復訓練室

理学療法

部分浴ＳＷ

水治療室
機械

駐車場駐車場

1
8
0

158 203

入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ

出力音圧ﾚﾍﾞﾙ

10cmｺｰﾝｽﾋﾟｰｶ

ｴﾝｸﾛｰｼﾞｬ:耐候性 ABS樹脂

130Hz～15kHz

2kΩ､3.3kΩ､10kΩ､20kΩ

5W(2kΩ)

90dB(1m/1W)

密閉型

防滴ｽﾋﾟｰｶ

名　　称

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ

備　考

SC4Hi-1V0-M

既設配線 HP1.2-3C

参考型番　WS-5820　相当WP

使用ｽﾋﾟｰｶ

仕上げ

定格入力

周波数帯域

形 式

記　号

　凡例　

WP

WP

WP

取替

１/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
地 下 １ 階 平 面 図



１/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
１階平面図
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事

１/２００（Ａ２）
１/２８２（Ａ３）

放送設備　１階平面図 Ｅ-０６

風除室

庇

自動ドアに改修

自動ドアに改修

E
X
P
.
J

E
X
P
.
J

防
火

ｼ
ｬ
ﾂ
ﾀ
ｰ

特
別
防

火
設

備

特
別

防
火

設
備

ＥＶ

休憩室

ﾘｶﾊﾞﾘｰ室

救急処置室

小手術室

光庭 相談

無菌室

製剤室

洗浄室

防災ｾﾝﾀｰ

守衛

整形外科

物入

薬品庫

売店

カルテ室

受　付

調剤室

調剤待合

小手術

外　科

倉庫

中　　庭

光　庭

M･R･I室 制御室２

制御室１

暗室

PS

現像室

操作室PS

廊下

更衣室

PS

CT･MRI

待　合

C･T室

玄　関

大ホール

EVホール

EV

EV
EV

PS

PS

予備室 TV透視２

特殊撮影

技術控室

一般撮影

断 層 室

更衣

PS

受付

前室

暗室

操作

操作

読影 TV透視１

更衣

更衣

傘立

M･WC

職員
職員

W･WC

身障者WC

PS

廊　下

中待

技師控

特別検査 恒温室 暗室

病理検査

生化学検査 細菌検査
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一般検査

検査

脳波・筋電・心音

ﾌｨﾙﾑ庫

PS

準備検査

心電図

心エコー
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保管２

ﾌｨﾙﾑ保管１

U
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泌尿器科

検尿

検尿

内　科

耳鼻咽喉科

平衡機能

無響 中待

隔離診察

小児科
眼　科

中待

中待

中待

内玄関

PS

薬局事務室

△

内視鏡

診察

診察

処置
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前　室
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１/２００（Ａ２）

１/２８２（Ａ３）
２階平面図
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西病棟（結核病棟）

特　記

縮尺 図面番号

印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事

１/２００（Ａ２）
１/２８２（Ａ３）

放送設備　２階平面図 Ｅ-０７
図名

工事名

ＥＳＷＬ

当直 CAPD 更衣室診察 倉庫 リネン
食事・休憩

操作室

更衣室

更衣室

休憩室

透析室（３４床）

倉庫

ナース控

当直

閲覧 病歴カンファレンス カルテ庫 書庫
オート

医師控クレーブ 清潔室

ＥＶ

Ｅ
Ｖ

談話室 副院長 院　長 事務長 応接 庶務・経理 ＥＶホール当直

ＥＶ

リネン

清潔

器具

手術室－２手術室－１空調機

消毒ホール

器具準備

中央材料室 倉庫

ＯＡルーム

副院長

倉庫
副院長

診療部長

医　局

Ｙ１

透析室ｴﾘｱのｽﾋﾟｰｶｰ、ｱｯﾃﾈｰﾀｰの

接続確認を行う。

(ｴﾘｱ鳴動が時々不鳴動になる為

ｴﾘｱすべての接続を点検する。)

撤去・再取付け

★

★

★

★

取替

★
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既設動力盤(BP-4)

設備工事

設備工事

設備更新に伴い

蓄電池設備 100V電源

CO2制御盤よりの移報配線の接続を行う｡

更新

更新

既設動力盤(BP-4)

FPT-38゜E14゜(51)ﾜｲﾔﾘﾝｸﾞﾀﾞｸﾄ内配線

上部ﾀﾞｸﾄ

MCB2

消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ回路へ

不要機器整理

MCCB3P

400/300

MCCB3P

225/200

MCCB3P

100/60

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ更新に伴い

動力制御盤既設配線切離し

・不使用機器については

未使用であることの表記を行う。

MCB1

MCB2

MCB1

入力

BP-4盤　内部機器配置（参考）

AC-GC210V

更新　ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤へ

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士
伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事

１/２００（Ａ２）
１/２８２（Ａ３）

動力設備　地下１階平面図 Ｅ-０８

厨　房

休憩更衣室

調乳

冷凍

乾物庫

野菜調味料

冷蔵室

厨房事務室

職員食堂和室
洗濯室
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消
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不
潔
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清潔庫

雑品庫 理髪 焼却炉フィルム庫

マ
ニ
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ル
ド

電気室 自家発電

機械室

EVホール

EVEV

EV

自家発電

厨　房

休憩更衣室

調乳

冷凍

乾物庫

野菜調味料

冷蔵室

厨房事務室

職員食堂和室
洗濯室

用務員 器具庫

軽食室

消
毒

霊安室

標本室

解剖室

コバルト６０室

操作室

不
潔
庫

清潔庫

雑品庫 理髪 焼却炉フィルム庫

マ
ニ
ホー

ル
ド

電気室 自家発電

機械室

EVホール

EVEV

EV

倉庫

倉庫

配管ピット

更衣更衣

ＡＤＬ

技師控室

倉庫

倉庫

配管ピット

更衣更衣

ＡＤＬ

技師控室

1/200(A2)

1/282(A3)
地下1階平面図

(蓄電池設備 DC24 24AH)

(CO2制御盤3回線型)

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰﾎﾟﾝﾌﾟ

30kW

消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ

7.5kW

61FG1

呼水槽

61FG1

呼水槽

61FG1

消火水槽

A

RL

GL
YL

A

RL

GL
YL

実線,1点鎖線

(注記）

既設配線

AE0.9-4C ころがし配線

破線 既設を示す。

1・特記なき配管配線は下記による。

今回工事箇所を示す。



・ 敷地調査共通仕様書

暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱

第2条第1項第10号）を受けた場合の措置について

（1）受注者は、暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱

　第2条第1項第8号）による不当介入を受けた場合は、断固としてこれ

　を拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を

　行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

（2）（1）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行っ

　た場合には、速やかに発注者に報告すること。発注者への報告は文書

　で行うこと。

（3）受注者は暴力団員等による不当介入を受けたことから工程に遅れ

　が生じる等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

施工範囲

故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

既存にならい補修すること。

  承諾を受けること。

  工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するととも

に、所定の様式により事故発生報告書を監督員が指示する期日までに

  また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事

  工事施工に際し既存部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ共、

において発注工事の加算店（満点）の1割を減点します。

者の中から選定するよう努めること。

評価方式で発生する案件（以下「発注工事」という。）で、貴社の評価点

  本工事で提案不履行があった場合は、本工事完成年度の翌年度に総合

三重県内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する

  本工事に於いて、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方は

・ 再生資材の利用を図るもの

・ アスファルトコンクリート塊

・ セメントコンクリート塊

し、監督員へ提出すること。

・ 建設発生木材

(マニフェスト A、B2、D票を提示し、E票は、写しを提出すること。)

「建設副産物適正処理推進要綱｣に従い適切処理し、監督員に報告する。

     処理方法(                                                 )

・ 現場において再利用を図るもの(                               )

る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の促進に関する法

律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令によるほか、

使用材料等で､複数の材料に○印が付いたものは図面による。

項目に記載の（　　）内番号は標準仕様書の該当項目、図又は表を示す。

発生材の処理等

項

章

共

般

事

通

・

項　　　目

適用基準等

3）

一

特　　記　　事　　項

不当介入を受け

た場合の措置

事故の発生時

総合評価落札方式

県内企業優先使用

養生その他

設備工事との

設計GL

取合い

建 築 工  事  特  記  仕  様  書

Ⅰ . 工事名

工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。なお、この期間

課税対象となった場合には完成年度の翌年度の 4月1日から 8月31日

までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該

越えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表

(マニフェストの数量の集計)を越えて請求することはできない。

  本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、請負者が

へ実績報告を行うこと。

システムの利用

三重県産業

建設副産物

情報交換

廃棄物税

  本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、

その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」

（平成12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法という。）

施行令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設

リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施に

ついて適正な措置を講ずることとする。

  工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件

により難い場合は、監督員と協議するものとする。

分別解体等の方法

造成等

工程 作業の有無 分別解体等の方法

・　有　・　無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

基礎・基礎ぐい ・　有　・　無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

上部構造部分 ・　有　・　無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

屋根 ・　有　・　無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

建 築 設 備 ・　有　・　無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

その他 ・　有　・　無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

外装

内装等

施工条件   下記で指定するもの以外は監督員と協議し決定する。

監督員に提出すること。

消防提出書類 消火器の設置届については、電気及び機械設備にて設置届が不要な

場合は、建築にて設置届を提出するものとする。

防火対象物使用開始届については書類の作成（建築図面の用意及び

建築に関する部分の記述）を行うこと。

主任技術者又は

監理技術者の

専任を要しない

期間

現場施工に着手するまでの期間

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の

設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）について

は、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督員との

打合せにおいて定める。

検査終了後の期間

検査完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合

を除く。）、事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、

主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査

が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、請負者に通知した

日とする。

工事の一時

中止

契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、

中止期間中における工事現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」

という。）を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、

労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴

う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理

に関する基本的事項を明らかにする。

工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全

すること。

(1.3.8)

労働安全衛生法に

防止処置

　労働安全衛生法第30条第1項に規定する処置を講ずる必要がある

場合、その処置を講ずべき者として、同法第30条第2項の規定に基

本工事の請負契約を締結することにより得られたものとみなす。

基づく労働生害

づき、本工事の請負者を指名する。　この場合における指名への同意は、

（ 外構　）

・ 本特記事項に個別の記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

・ 建築工事標準詳細図

・引渡しを要するもの( ・無                                     )

・ 特別管理産業廃棄物  ・有(                                   )

 ・引渡しを要するもの、再生資源の利用を図るものについては調書作成

 ・引渡しを要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事に係

・

・

  ・部位別の施工順序　（・　指定なし　・　　　　　）

・ 図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

・ 図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び補強

・ 駆動装置又は電動建具等の2次側配管配線及び操作スイッチ施工図

 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の

・

・

・

・

・

特記事項は、○印の付いたものを適用する。2）

（以下、標準仕様書という。）による。

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、三重県公共工事共通仕様書

項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

棟名称

構造

特記仕様

共通仕様

Ⅲ . 建築工事仕様

.

.

2

1

1）

工事内容

敷地面積

工事場所

Ⅱ . 工事概要

.

.

.

3

2

1

Ａ－０１

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（最新年版）

建設大臣官房官庁営繕部監修（最新年版）

・ 木造建築工事標準仕様書（最新年版）

  請負者は受注時において請負契約500万 以上の工事については、

監督員に提出すること。

工事着工前に「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を

 また、工事完了後にはJACICが運用する「建設副産物情報交換システム」
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1 1

2

3

4

5

17

18

19

20

21

23

24

25

26

27

伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事

伊賀市四十九町地内

上野総合市民病院本館棟

ＲＣ造　６階

1 アルミニウム製 外部に面する建具の性能等級等16

建 建具 ・　A種　・　B種　・　C種　・　

(16.2.2)

具 ・ B-1種    ・ B-2種(表16.2.1) 表面処理

内部に面する建具(表14.2.1)

工 表面処理 ・ C-1種    ・ C-2種(表14.2.1)

(16.2.2)

事 ・防音ドアセット、防音サッシ（　　　等級）

・断熱ドアセット、断熱サッシ（　　　等級）

・耐震ドアセット、面内変形追随性（　　　等級）

2 網戸 形式 ・ 可動式     ・ 固定式

網の材質 ・ 合成樹脂   ・ガラス繊維入り合成樹脂(16.2.3)

・ ステンレス(SUS316)

網目 ・ 16メッシュ    ・ 18メッシュ

3 鋼製建具 ・ 簡易気密型ドアセット

・ 外部に面する建具の耐風圧 ・ S-4    ・ S-5    ・ S-6(16.3.2)

・防音ドアセット、防音サッシ（　　　等級）(表16.2.1)

・断熱ドアセット、断熱サッシ（　　　等級）

・耐震ドアセット、面内変形追随性（　　　等級）

戸の　H＞2400　又は　W＞950

鋼板類の厚さ　・　図示

4 鋼製軽量建具 ・ 簡易気密型ドアセット 気密性 ・ A-3   

・防音ドアセット、防音サッシ（　　　等級）(16.4.2)

・断熱ドアセット、断熱サッシ（　　　等級）(16.4.3)

・耐震ドアセット、面内変形追随性（　　　等級）(16.4.4)

鋼板類の表面仕上げ

・塗装・ビニル被覆鋼板・カラー鋼板・フッ素樹脂焼付け鋼板

戸の　H＞2400　又は　W＞950

鋼板類の厚さ　・　図示

5 ステンレス製建具 ・防音ドアセット、防音サッシ（　　　等級）

・断熱ドアセット、断熱サッシ（　　　等級）(16.5.2)

・耐震ドアセット、面内変形追随性（　　　等級）(16.5.4)

ステンレス鋼板 ・ SUS304    ・(16.5.5)

表面仕上げ ・ HL           ・鏡面仕上げ

曲げ加工 ・ 普通曲げ      ・ 角出し曲げ

戸の　H＞2400　又は　W＞950

鋼板類の厚さ　・　図示

6 木製建具 建具材の含水率 ・ A種    ・ B種    ・C種

材料　・枠及びくつずりの材料　・図示

(16.6.2)(表16.6.1) 　・かまち戸のかまち、鏡板の樹種　・図示　

(表16.6.3)  ・ふすまの上張　・図示

 ・縁の仕上げ（　　　　　）

7 建具用金物 マスターキー ・ 製作する    ・ 製作しない

・ 監督員と協議の上システムを決定する(16.7.4)

キーボックス　　・要　　・不要

8 自動ドア開閉 開閉装置の性能値

装置 ・ スライディングドア    ・ スイングドア    ・ 引戸

センサの種類（　　　　）(16.8.2)(表16.8.1)

(表16.8.2)

(表16.8.3)

9 重量シャッター シャッターの種類　・図示

開閉機能による種類(16.10.2)

・ 上部電動式（手動併用）    ・ 上部手動式(表16.10.1)

・ 耐風圧性能 （　　　　Pa以上）

10 軽量シャッター 開閉機能による種類

・ 手動式    ・ 上部電動式(手動併用)(16.11.2)

(表16.11.1) （　　　　Pa以上）・ 耐風圧性能

スラットの形状(16.11.4)

・ インターロッキング形    ・ オーバーラッピング形

11 オーバーヘッド セクション材料 開閉形式 収納形式 ガイドレール

ドア ・ スチールタイプ ・ バランス式 ・ スタンダート形 ・ 溶融亜鉛メッキ鋼板

・ アルミニウムタイプ ・ チェーン式 ・ ローヘッド形 ・ ステンレス(16.12.2)

・ ファイバー ・ 電動式 ・ ハイリフト形(16.12.3)

   グラスタイプ ・ バーチカル形

・ 耐風圧性能 （　　　　Pa以上）

12 ガラス 留め材　

(16.13.2) 　・シーリング　　・ガスケット　　　　  　　

(16.13.4) ・熱線反射ガラスの映像調整を行う

ガラスブロック 表面形状、寸法、厚さ　・図示13

(16.13.5) 金属枠、補強材　・図示

化粧カバー　・図示

工法（　・図示　　・標仕16.13.5(b)(2)による　）

工事項目 １階防火戸開閉調整（１か所）

及び公共建築工事標準仕様書 (「建築工事編」 平成28年度版)

伊賀市立上野総合市民病院防火設備改修工事

  ・施工可能日　（・　指定あり　（病院との協議により決定）

  ・施工可能時間帯　（・　指定あり　病院との協議により決定）

  ・工事車両の駐車場　（・　指定あり　病院との協議により決定　）

  ・資材置場　（・　指定あり　　病院との協議により決定）

  アルバム 1部 （大きさ 335mm×290mm程度）

（A4版用紙に1ページあたり3枚）　1部

  箇所数は 外観4面 各室2面 程度とする。

   で印刷したもの 1部

図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

  工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成

  工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事

規定の箇所数が確保できない場合には、監督員と協議すること。

  デジタルカメラで撮影し、全てL版相当サイズで印刷する。

  完成図作図範囲(配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等)

　完成図はCADにより作成することとし、著作権にかかる使用権は

  工事写真の撮り方／建築、及び同／建築設備（建設大臣官房官庁営繕部

  低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された

建設機械の使用に努めること。

騒音・振動の

防止

化学物質の

特別な材料の

濃度測定

工法

「建築材料・設備機材等品質性能評価事業 建築材料等評価名簿」

る新品とするほか国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

含めた各工事が支障のない状態にまで完了していること。

  建築物等の使用を想定して総合試運転調整を行ううえで、関連工事を

  本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有す

  職種別に可能なものについては積極的に活用のこと。

  適用する電気保安技術者

建築材料等

概成工期

技能士

完成図等

電子納品

完成写真

・

工事写真

（最新版）と同等とする。品質が求められる水準以上であれば、県内

生産品の優先使用に努めること。

  製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、三重県

「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法

性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に準拠した証明書を監督

員に提出すること。

  本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、

「三重の木」利用推進協議会が認証する「三重の木」やあかね材認証

機構が認証する「あかね材」の優先利用に努めること。

  本工事においては、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づき、

性能、品質、数量、価格等について考慮し、優先的に認定製品を使用

すること。入手困難な場合等においては監督員と協議すること。

  測定対象化学物質（●で示したものとする。）

施設用途適用 トルエン キシレン
ホルム

アルデヒド

エチル

ベンゼン
スチレン

パラジクロロ

ベンゼン

学校・教育施設

住宅

その他

  報告書提出部数　2　部

  標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定

工法による。

監修）に従い撮影する。

発注者に委譲するものとする。

(1.3.3)

(1.5.2)

(1.5.9)

 電子納品とし、次のものを提出する。

 CD  部数は「16 電子納品」を参照

 全写真のサルネームを印刷したもの（A4版用紙） 1部

 代表的写真を抽出し、L版相当サイズ（A4版用紙に1ページあたり3枚）

・

・

・

・

・

・

・  対象箇所（・　図示　　　・　　　）

  測定方法（・　パッシブ法　・　アクティブ法）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（提出部数    ・ 2部    ・  部）

（提出部数    ・ 2部    ・  部）

・

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

  作成する ( 製本Ａ2・Ａ3各２部・ＣＡＤデーター提出)

・本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用はすべて

請負者の負担とする。

印特　記 承　　認 管 理 建 築 士

図 面 提出 日

縮尺 図面番号図名

工事名

ＮＳ特記仕様書　1
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※今回工事

建 築 工 事 　 １ 階 平 面 図

１ 階 平 面 図

防火戸開閉調整

伊 賀 市立 上 野 総合 市 民 病 院防 火 設 備改 修 工 事
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